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壬
辰
と
妊
娠

　
平
成
二
十
四
年
壬
み
ず
の
え
た
つ
辰
歳
、
今
年
は
天
候
も

良
く
穏
や
か
な
新
年
と
な
っ
た
。

　
元
旦
か
ら
大
勢
の
参
拝
者
が
訪
れ
、
大
神

様
に
そ
れ
ぞ
れ
の
家
内
安
全
を
始
め
と
す
る

様
々
な
祈
願
を
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
拝
殿
へ
続
く
参
拝
者
の
列
は
、
昼
過
ぎ
ま

で
切
れ
る
事
無
く
随
神
門
の
外
ま
で
続
き
、

過
去
最
多
の
参
拝
者
数
を
更
新
し
た
。

　
今
年
は
、
壬
み
ず
の
え
た
つ辰
歳
で
あ
る
。「
壬
辰
」
は

共
に
偏へ
ん

に
「
女
」
を
付
け
る
と
「
妊
娠
」
と

い
う
字
に
な
る
。

　
妊
娠
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
女
性
が
子
供

を
身
ご
も
る
事
で
あ
る
。
生
命
誕
生
に
は
、

解
明
し
難
い
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
あ
る
た
め
、
古

来
の
人
々
は
こ
の
神
秘
性
に
神
を
重
ね
合
わ

せ
て
、
子
宮
や
産
道
（
参
道
）
な
ど
の
名
称

を
付
け
て
、
生
命
の
誕
生
に
神
と
同
様
の
畏い

怖ふ

を
感
じ
取
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
今
年
も
既
に
半
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

る
が
、「
妊
娠
」
の
年
に
あ
や
か
り
、
生
命

が
誕
生
す
る
よ
う
に
、
氏
神
様
の
大
御
心
を

体
し
て
氏
子
の
皆
様
方
の
心
に
、
明
日
へ

の
希
望
の
光
が
点
る
事
を
念
じ
る
次
第
で
あ

る
。

　　　　　　　　　　　初詣に訪れる参拝者（１月１日）
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神
社
と
神
木

　
古
来
、
我
々
の
祖
先
は
海
川
山
野
の
あ
ら
ゆ

る
自
然
を
神
と
し
て
拝
し
、
あ
る
い
は
こ
れ
ら

に
神
が
宿
る
と
感
じ
て
敬
い
、
感
謝
を
捧
げ
、

畏か
し
こん
で
き
た
。

　
そ
し
て
神
が
鎮
ま
り
坐
す
神
社
を
包
む
森

は
、
境
内
の
景
観
を
保
ち
信
仰
の
礎
と
な
る

こ
と
は
、
地
域
の
人
々
の
暮
ら
し
に
憩
い
と

恵
み
を
も
た
ら
し
て
き
た
歴
史
を
有
す
る
。

　
こ
の
度
、
國
學
院
大
学
研
究
開
発
推
進
機

構
と
神
社
本
庁
の
共
同
事
業
と
し
て
、
神
社

の
御
神
木
の
調
査
を
行
っ
た
。

　
そ
の
調
査
結
果
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

①
神
木
の
樹
種
　

樹
　
種

神
社
数

樹
　
種

神
社
数

ス
ギ

三
二
五

マ
ツ

三
〇

ク
ス

一
八
三

サ
カ
キ

二
四

イ
チ
ョ
ウ

一
〇
五

ア
カ
ガ
シ

二
一

ケ
ヤ
キ

一
〇
一

モ
ミ

一
七

ヒ
ノ
キ

五
四

コ
ナ
ラ

一
七

シ
イ

五
一

サ
ク
ラ

一
七

②
御
縁
木
等
の
樹
種
　

樹
　
種

神
社
数

樹
　
種

神
社
数

ス
ギ

二
三
六

ヒ
ノ
キ

五
九

ク
ス

一
六
六

マ
ツ

五
五

イ
チ
ョ
ウ

一
〇
一

サ
ク
ラ

四
六

ケ
ヤ
キ

九
五

コ
ナ
ラ

三
八

シ
イ

七
一

タ
ブ
ノ
キ

三
五

ア
カ
ガ
シ

六
〇

モ
ミ

三
四

③
境
内
林
を
構
成
す
る
樹
種
　

樹
　
種

神
社
数

樹
　
種

神
社
数

ス
ギ

一
三
四
六

ア
カ
ガ
シ

四
二
二

サ
ク
ラ

八
七
七

ツ
バ
キ

四
〇
〇

サ
カ
キ

八
二
四

マ
ツ

三
九
四

ヒ
ノ
キ

六
九
三

カ
エ
デ

三
七
三

ク
ス

六
一
三

ケ
ヤ
キ

三
七
二

シ
イ

四
二
四

イ
チ
ョ
ウ

三
三
二

④
玉
串
に
使
用
す
る
樹
種
　

樹
　
種

神
社
数

樹
　
種

神
社
数

サ
カ
キ

一
八
四
五

ヒ
バ

五
六

ヒ
サ
カ
キ

一
八
〇

ヒ
ノ
キ

四
七

イ
チ
イ

五
六

ソ
ヨ
ゴ

二
二

⑤
サ
カ
キ
以
外
の
樹
種
を
玉
串
に
用
い
る
理

　
由

♦
調
査
神
社
は
二
〇
四
七
社

♦
サ
カ
キ
が
生
育
し
な
い
・
少
な
い
。

　
関
東
一
二
、
北
海
道
一
九
、
東
北
二
八
、　

　
中
部
二
二
、
北
陸
三
、
近
畿
一
、
中
国
四
、

　
沖
縄
一

　
九
〇
社
中
、
寒
冷
地
（
高
地
、
豪
雪
地
）　

　
で
あ
る
こ
と
を
明
確
な
理
由
と
す
る
も
の

　
七
七
社
。

♦
調
査
神
社
は
一
〇
二
八
社
。
樹
種
の
複
数

　
回
答
あ
り
。

♦
調
査
神
社
は
八
九
七
社
。
樹
種
の
複
数
回
答

あ
り
。

♦
調
査
神
社
は
二
〇
四
九
社
。
樹
種
の
複
数
回

答
あ
り
。

♦
調
査
神
社
は
二
〇
四
七
社
。
樹
種
の
複
数
回

　
答
あ
り
。

　
当
社
の
御
神
木
は
「
ア
ク
ラ
」
で
あ
る
。

拝
殿
の
東
隅
に
生
え
て
お
り
、
目
通
り
直
径

二
一
〇
セ
ン
チ
の
堂
々
と
し
た
大
木
で
あ
る
。

　
幹
に
は
シ
ダ
や
苔
が
生
え
、
秋
に
は
赤
い

小
さ
な
実
が
付
き
、
冬
の
小
鳥
の
餌
と
な
る
。
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諸
祈
祷
・
出
張
祭
の
案
内

　
当
社
で
は
左
記
に
よ
り
随
時
ご
奉
仕
致

し
て
お
り
ま
す
。

♦
初
宮
詣
・
交
通
安
全
・
厄
除
・
安
産
・

　
家
内
安
全
・
当
病
平
癒
・
そ
の
他

♦
地
鎮
祭
・
上
棟
祭
・
家
移
清
祓
・
宅
神
祭
・

　
神
葬
祭
等

ご
希
望
の
方
は
前
も
っ
て
ご
連
絡
下

さ
い
。

　
お
稲
荷
さ
ん
に
お
参
り
す
る
と
、
必
ず
朱
塗

り
の
鳥
居
と
キ
ツ
ネ
の
置
物
が
あ
り
ま
す
が
、

稲
荷
神
社
と
の
関
係
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ

い
。

【
答
え
】

神
道
Ｑ
＆
Ａ

【
質
問
】

　
稲
荷
神
社
は
、
農
村
部
で
は
五ご
こ
く
ほ
う
じ
ょ
う

穀
豊
穣
を

祈
る
農
業
神
と
し
て
、
ま
た
都
市
部
で
は
商

売
繁
盛
や
病
気
平へ
い
ゆ癒
な
ど
の
神
様
と
し
て
庶

民
の
篤あ
つ

い
崇
敬
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
稲
荷
神
社
の
社
頭
に
は
、
崇
敬
者

か
ら
奉
納
さ
れ
た
鳥
居
が
幾
重
に
も
わ
た
り

建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
殆
ど
が
朱

塗
り
の
鳥
居
で
す
。

　
朱
色
は
生
命
の
躍
動
を
現
す
と
と
も
に
、
古

来
災
厄
を
防
ぐ
色
と
し
て
も
重
視
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
古
く
は
御
殿
や
神
社
の
社
殿
な

ど
に
多
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
稲
荷
神
社
の

鳥
居
の
朱
色
も
こ
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
一
方
、
狐
を
稲
荷
神
の
お
使
い
と
す
る
こ

と
で
す
が
、
こ
れ
は
稲
荷
神
の
農
耕
神
と
し
て

の
性
格
と
関
連
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
信
仰
は
「
イ
ナ
リ
」
の
語
源
を
「
イ
ネ

ナ
リ
」
の
略
と
す
る
な
ど
、
田
の
神
に
対
す
る

信
仰
と
深
く
結
び
つ
い
た
も
の
で
し
た
。

　
田
の
神
の
信
仰
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
食

物
神
で
も
あ
る
「
宇う
か
の
み
た
ま
の
か
み

迦
之
御
魂
神
」
と
繋
が
り
、

稲
の
稔
り
の
季
節
が
近
く
な
る
と
、
山
か
ら

人
里
近
く
に
現
れ
る
よ
う
に
な
る
狐
の
姿
を
、

人
々
が
神
聖
な
も
の
と
し
て
捉
え
た
こ
と
に
よ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
狐
は
稲
の
豊
穣
を
も
た
ら
す
山
の
神
の
お

使
い
で
あ
り
、
山
の
神
は
里
に
降
り
て
は
田

の
神
と
な
る
た
め
、
狐
は
田
の
神
で
あ
る
稲

荷
神
の
お
使
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で

す
。

　
後
に
は
、
食
物
神
の
総
称
と
も
い
え
る

「
御み

食け
つ
か
み

津
神
」
が
「
三み
け
つ
か
み

狐
津
神
」
と
記
述
さ
れ

る
な
ど
狐
神
に
通
ず
る
こ
と
が
一
般
に
語
ら

れ
る
こ
と
か
ら
も
、
稲
荷
神
と
狐
の
結
び
付

き
が
連
想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
春
日
の
鹿
や
日
吉
の
猿

な
ど
多
く
の
動
物
が
神
の
お
使
い
と
さ
れ
て

お
り
、
こ
う
し
た
こ
と
は
自
然
と
の
共
存
を

大
切
に
考
え
て
き
た
日
本
人
の
信
仰
に
よ
る

も
の
と
い
え
ま
す
。

稲荷神社に狛犬代わりに置かれる狐
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アンサンブル早島
平成 14年音楽好きが集まり、公民館活動の
弦楽アンサンブル教室として結成。早島町
の「ゆるびの舎」を活動拠点に約 50名の弦
楽愛好者が、「倉敷アカデミーアンサンブル」
の指導を受けながら活動を行っている。
平成 12 年から早島町民会館「ゆるびの舎」
で始まった定期演奏会は、平成 21 年で 10 回
を数える。

 
役
員
・
総
代
の
変
更

　
今
春
、
一
部
の
地
区
の
事
情
に
よ
り
総
代
が

交
替
さ
れ
た
た
め
に
、
四
月
十
五
日
開
催
の
総

代
会
に
於
い
て
承
認
並
び
に
選
任
し
、
新
た
な

責
任
役
員
と
総
代
が
就
任
致
し
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

責
任
役
員
　
安
原
　
益
重
（
早
高
北
）

責
任
役
員
　
渡
邉
　
武
志
（
長
津
）

責
任
役
員
　
船
越
　 

猛   （
頓
行
・
小
浜
）

祭
事
暦

五
月
十
九
日
（
土
）［
午
後
七
時
］　
　
　

　
八
幡
神
社
春
季
大
祭
（
露
店
あ
り
）

五
月
二
十
日
（
日
）［
午
前
十
時
］　
　
　

　【
供
膳
祭
】

七
月
三
十
日
（
月
）［
午
後
五
時
］　
　
　

　
夏
越
祭
【
輪
く
ぐ
り
祭
】（
露
店
あ
り
）

毎
月
一
日
（
午
前
九
時
）
月
次
祭

※
月
次
祭
に
お
詣
り
の
方
は
、
拝
殿
に

　
ご
昇
殿
下
さ
い
ま
し
て
祭
典
に
参
列

　
し
て
下
さ
い
。

　
水
墨
画
展
開
催

　
当
社
の
禰
宜
で
あ
る
太
田
正
和
氏
が
平
成

七
年
か
ら
始
め
た
水
墨
画
が
、
笠
岡
市
美
術
展

の
委
嘱
資
格
（
実
施
年
度
か
ら
五
年
間
遡
り
、

市
美
展
入
賞
歴
十
五
点
以
上
を
取
得
し
た
者

に
授
与
さ
れ
る
）
を
取
得
し
た
の
を
記
念
し

て
、
今
ま
で
描
き
た
め
た
数
十
点
の
作
品
を
、

新
し
い
拝
殿
に
お
い
て
展
示
し
、
氏
子
の
皆

さ
ま
に
も
ご
覧
い
た
だ
こ
う
と
、
水
墨
画
展

を
開
催
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

　
笠
岡
市
長
賞
を
始
め
と
す
る
数
々
の
受
賞

作
品
の
中
に
は
当
社
の
社
殿
を
描
い
た
も
の

も
あ
り
、
雪
景
色
な
ど
の
原
風
景
は
心
に
染

み
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
水
墨
画
展
は
次
の
通
り
開
催
致
し
ま

す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ご
鑑
賞
下
さ
い
ま
す

よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
記

一
、
展
示
場
所
　
鶴
﨑
神
社 

拝
殿

　
　
　
　
　
　
　（
鑑
賞
さ
れ
る
方
は
昇
殿
自

　
　
　
　
　
　
　  

由
で
す
。）

二
、
展
示
期
間
　
五
月
十
九
日
（
八
幡
神
社

　
　
　
　
　
　
　 

春
季
大
祭
）
〜
六
月
三
十

　
　
　
　
　
　
　  

日
ま
で

力士（平成 18 年作）

総
　
　
代
　
河
合
　
陽
一
（
船
本
）

総
　
　
代
　
亀
山
　
秀
明
（
前
潟
）

総
　
　
代
　
今
田
　
陸
利
（
弁
才
天
）

総
　
　
代
　
横
山
　
敏
和
（
下
前
潟
・
久
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
・
三
軒
地
）

総
　
　
代
　
原
田
　
典
子
（
帯
高
三
丁
割
）


